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︻
ご
記
帳
の
ご
留
意
点
︼

①
お
仏
壇
の
﹁
過
去
帳
﹂
と
下
記
の
年
回
忌
早

⾒
表
を
照
ら
し
合
わ
せ
ご
記
帳
下
さ
い
︒

②
ご
記
帳
に
際
し
て
は
︑
筆
・
筆
ペ
ン
・
ボ
J

ル
ペ
ン
・
万
年
筆
等
を
ご
利
⽤
下
さ
い
︒

③
⼀
周
忌
か
ら
五
⼗
回
忌
に
該
当
さ
れ
る
有
縁

の
⽅
を
右
詰
め
に
て
近
年
か
ら
ご
記
⼊
下
さ

い
︒
︵
該
当
す
る
⽅
が
六
名
以
上
の
場
合
は

新
し
い
⽅
を
ご
優
先
下
さ
い
ま
せ
︒
︶

④
⼀
周
忌
か
ら
五
⼗
回
忌
に
該
当
さ
れ
る
⽅
が

い
な
い
場
合
は
︑
右
詰
め
に
て
﹁
〇
〇
家
先

祖
累
代
永
代
読
経
﹂
と
ご
記
帳
下
さ
い
︒

︻
法
名
簿
お
預
か
り
に
関
し
て
︼

永
代
経
法
要
当
⽇
受
付
に
て
御
布
施
と
合
わ

せ
て
お
預
か
り
し
︑
ご
尊
前
に
ご
奉
呈
さ
せ
て

頂
き
ま
す
︒

＊
当
⽇
の
ご
参
加
が
叶
わ
な
い
⽅
々
が
︑
ご
法

要
に
先
⽴
�
て
お
布
施
と
併
せ
て
お
届
け
下
さ

る
こ
と
が
増
え
て
お
り
ま
す
が
記
念
品
を
お
渡

し
致
し
た
く
︑
た
い
へ
ん
勝
⼿
な
が
ら
事
前
受

付
は
五
⽉
⼗
五
⽇
¢
⼆
⼗
⽇
の
午
前
⼋
時
¢
午

後
五
時
ま
で
随
時
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
︒
ご
理

解
の
程
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
︒
︵
事

前
に
お
電
話
・
⻄
敬
寺LINE

公
式
か
ら
ご
連
絡

頂
け
れ
ば
甚
だ
幸
い
に
存
じ
ま
す
︒
︶
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お布施をご奉納

下さる方（ご参

拝者）のご芳名

（連名も可）

法名簿ご記帳とご奉呈のお願い（同封の法名簿をご利用下さい。）

ご先祖（有縁の方々）の

ご法名をご記帳下さい

お亡くなりになられた年

月日（新しい方から順番

にご記帳下さい）

年回忌早見表と照らし

合わせてご記帳下さ

い。

︻
ご

記

帳

例
︼

令和５年
年回忌早見表

１周忌 令和４年
３回忌 令和３年
７回忌 平成29年
13回忌 平成23年
17回忌 平成19年
23回忌 平成13年
27回忌 平成9年
33回忌 平成3年
50回忌 昭和49年

当 日 の 服 装 と お 持 ち 物 に 関 し て
・平服（仏様に対して節度を持った服装）でお願いします。

・感染症対策の為マスクのご着用をお願いします。

・お念珠・門徒式章（お持ちの方）はご持参下さいませ。

・お経本（写真）をご持参頂ければ幸いです。

→お持ちで無い方には当日受付にて貸出いたします。

男
性
用
は
紐
房

女
性
用
は
切
り
房

門
徒
式
章

御布施（参加費）に関して
右のような「のし袋」（もしくは白い封筒に等）に

お包み頂き「法名簿」とご一緒に受付にお預け下さい。

ご尊前にご奉呈申し上げます。

御
布
施

木
賣

慈
教

真
由
美

ご参拝者の
ご芳名
（連名も可）

上記の年回忌に該当される

ご遺族の皆様には出来るだけ

ご参加下さいますようお願い

申し上げます。

お
経
本

２



令和５年度
仏 暦
2566年

西敬寺永代経法要
５月２１日（日）

ご講師 栗山 宣雄（くりやま せんゆう）師
富山県南砺市 本福寺御住職・本願寺派布教使

お申し込み・当日のご案内に関して
▶同封のハガキにてご出欠のご連絡をお願いします。
＊お手数ですが5月10日（水）までにご投函下さいませ。

＊西敬寺LINE公式からもお申し込み頂けます。（その場合ご投函はご不要です。）

＊お申し込み後、ご体調が優れない場合はご遠慮なくキャンセル下さいませ。

▶本堂正面に受付をご用意致します。
＊消毒にご協力くださいませ。

▶御斎（懇親会）のご接待は自粛させて頂きます。
＊受付にてペットボトルのお茶・おちつき等をお配り致します。

▶ご参拝記念品をご用意しております。

ご法話「大切な人を送るということ」

【ご講師からのメッセージ】永代経法要は西敬寺様にご縁のあった物故者の皆さ

まの追悼法要でもあります。お参りの皆さまには大切なご家族を送られたことが

ご縁で仏法に出遇われたかたも多いと思いますが、昨今のコロナの影響もあり、仏事として人を送る意義

が見えにくくなってきたように感じます。今回あらためて人を送ることを通じて仏事の意義をみなさんと

共に考えてみたいと思います。

【住職より】栗山先生は地元で「ビハーラ活動」（医療・福祉と協働し、生死にまつわる人々の苦悩を和

らげる仏教徒の活動）に精力的に取り組まれておられます。私と先生の出遇いは19年前の布教使の資格試

験でした。その時のご法話に感動し、いつか西敬寺にて皆様とご一緒にご聴聞させて頂きたいと願い続け

てきました。ご縁が整いました！ どうぞご一緒にご聴聞くださいませ。

10:00～12:00（受付9:30より）

３



こ
の
た
び
の
法
要
で
は
8
台
風
十
五
号
で
大
き
な

被
害
を
受
け
ら
れ
た
静
岡
市
清
水
区
の
N
お
茶
の
や

ま
よ
S
様
か
ら
N
煎
茶
S
W
左
写
真
[
を
購
入
さ
せ

て
頂
き
お
供
え
し
た
上
8
お
下
が
り
と
し
て
参
拝
者

の
皆
様
に
お
持
ち
帰
り
頂
き
ま
し
た
q
W
継
続
的
な

支
援
活
動
を
さ
れ
て
い
る
同
じ
静
岡
市
の
教
覚
寺
様

に
窓
口
と
な
�
て
頂
き
ま
し
た
q
[

歳 時 記 （11月～3月）
報
恩
講
法
要
厳
修（
十
二
月
十
八
日
）

や
坊
守
様
が
い
つ
も
温
か
く
迎
え
て
下
さ
る
こ
の
お

寺
が
大
好
き
だ
�
た
ん
で
す
よ
q
S
と
お
聞
か
せ
下

さ
い
ま
し
た
q
坊
守
と
共
に
皆
様
を
門
送
り
し
な
が

ら
二
人
で
涙
を
堪
え
ま
し
た
q
人
数
の
多
い
少
な
い

を
考
え
る
よ
り
も
8
お
越
し
下
さ
る
方
を
如
何
に
大

切
に
し
て
8
共
々
に
ご
聴
聞
さ
せ
て
頂
く
こ
と
が
住

職
・
坊
守
と
し
て
の
務
め
だ
と
あ
ら
た
め
て
教
え
て

い
た
だ
い
た
よ
う
に
思
い
ま
す
q

そ
し
て
本
願
寺
第
八
代
蓮
如
上
人
の
お
言
葉
8

N
一
宗
の
繁
昌
W
は
ん
じ
´
う
[
と
申
す
は
8
人
の

多
く
あ
つ
ま
り
8
威
い
の
大
な
る
事
に
て
は
な
く
候

う
q
一
人
な
り
と
も
8
人
の
8
信
を
取
る
が
8
一
宗

の
繁
昌
に
候
う
q
S!

"
蓮
如
上
人
御
一
代
記
聞
書
-
.

を
思
い
出
さ
せ
て
頂
き
8
N
一
人
な
り
と
も
S
の

一
人
と
し
て
8
五
月
二
十
一
日
W
日
[
に
控
え
て
お

り
ま
す
¿
永
代
経
法
要
Á
を
丁
寧
に
準
備
さ
せ
て
頂

き
た
く
存
じ
ま
す
q

毎
週
月
曜
日
に
西
敬
寺
に
て
レ
Í
ス
ン
を
重
ね
て

来
ら
れ
た
バ
イ
オ
リ
ン
教
室
W
中
島
玉
絵
先
生
[
の

発
表
会
が
8
御
本
堂
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
q

ご
法
話
の
時
間
を
頂
き
そ
の
中
で
8
N
こ
の
発
表

会
は
8
皆
さ
ん
の
日
頃
の
成
果
を
聴
い
て
頂
く
こ
と

は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
8
発
表
会
を
ご
準
備
し
て
く
だ

さ
�
た
先
生
や
保
護
者
の
方
々
に
¿
お
か
げ
さ
ま
Á

と
感
謝
を
伝
え
る
大
切
な
場
と
し
て
下
さ
い
q
¿
お

か
げ
さ
ま
Á
は
8
日
頃
な
か
な
か
気
付
け
な
い
こ
と

目
に
見
え
な
い
と
こ
ろ
ま
で
8
お
礼
を
言
う
言
葉
で

す
q
¿
お
か
げ
さ
ま
Á
と
い
う
言
葉
は
8
仏
さ
ま
の

教
え
が
染
み
込
ん
だ
日
本
語
だ
け
の
も
の
で
8
外
国

語
に
は
な
い
と
聞
き
ま
す
q
と
は
言
え
私
た
ち
も
普

段
知
�
て
い
る
範
囲
で
感
謝
し
て
8
わ
か
�
て
い
る

こ
と
だ
け
お
詫
び
を
し
て
済
ま
せ
て
は
い
な
い
で

し
´
う
か
？

あ
ら
た
め
て
阿
弥
陀
如
来
様
の
光
に

照
ら
さ
れ
て
る
御
本
堂
の
中
で
普
段
気
付
け
な
い
で

い
る
¿
お
か
げ
さ
ま
Á
の
数
々
に
感
謝
致
し
ま
し
´

う
q
S
と
お
伝
え
し
ま
し
た
q

４

実
は
ご
出
欠
の
取
り
ま
と
め
を
す
る
中
8
ご
参
拝

の
方
が
例
年
と
比
べ
て
少
な
く
坊
守
と
落
ち
込
ん
で

お
り
ま
し
た
q
十
一
月
か
ら
長
野
市
内
で
コ
ロ
ナ
感

染
者
が
増
加
し
8
予
想
は
し
て
い
た
の
で
す
が
・
・

そ
ん
な
中
8
あ
る
ご
門
徒
の
三
回
忌
法
要
が
西
敬

寺
で
行
わ
れ
8
ご
遺
族
の
方
々
が
横
浜
か
ら
お
越
し

く
だ
さ
い
ま
し
た
q
帰
り
際
に
N
母
は
晩
年
8
よ
く

横
浜
に
遊
び
に
来
て
は
一
週
間
か
ら
長
い
時
は
一
M

月
滞
在
し
て
い
ま
し
た
q
あ
る
時
二
・
三
日
も
し
な

い
う
ち
に
帰
り
支
度
を
し
て
る
ん
で
す
q
ど
う
し
た

の
と
聞
く
と
ニ
コ
ニ
コ
し
な
が
ら
¿
西
敬
寺
さ
ん
で

大
切
な
法
要
が
あ
る
か
ら
帰
る
わ
q
Á
と
8
さ
�
さ

と
帰
�
て
し
ま
�
た
ん
で
す
よ
q
母
は
8
ご
住
職
様

バ
イ
オ
リ
ン
発
表
会（
十
二
月
二
十
五
日
）

長命寺野田康真ご住職ご導師のもと皆

様で『正信偈』をお勤めし、本願寺派布教

使 雲林重正師よりご法話を賜りました。

生徒さんの「おかげさま」

の音色が響き渡りました。

祖師（親鸞聖人）前のご荘厳



「
お
寺
の
ビ
ジ
ョ
ン
作
成
研
修
」
修
了
者
研
修
へ
参
加（
一
月
十
四
日
）

田 野 山 西 敬 寺

５

令
和
２
W
２
０
２
１
[
年
度
に
オ
ン
ラ
イ
ン
に
て

受
講
し
ま
し
た
同
研
修
の
修
了
者
研
修
会
が
京
都
の

ご
本
山
W
西
本
願
寺
[
に
て
開
催
さ
れ
8
坊
守
と
参

加
致
し
ま
し
た
q

第
二
十
九
回

西
敬
寺
¿
終/

宗
活
公
開
講
座
Á

W
三
月
十
二
日
[
の
ご
縁
の
中
で
8
参
加
者
の
皆
様

と
¿
東
日
本
大
震
災
・
長
野
北
部
地
震
犠
牲
者
十
三

回
忌
追
悼
法
要
Á
を
厳
修
致
し
ま
し
た
q

今
回
は
8
西
敬
寺
所
属
の
ご
門
徒
か
ら
教
師
資
格

W
本
願
寺
派
の
住
職
・
布
教
使
に
な
る
為
の
も
の
[

を
取
得
さ
れ
た
髙
梨
康
弘
W
釋
康
心
[
さ
ん
と
佐
藤

浩
一
W
釋
浩
號
[
さ
ん
が
8
住
職
と
共
に
出
勤
し
て

下
さ
い
ま
し
た
q

ま
た
8
中
央
仏
教
学
院
の
通
信
教
育
に
て
研
鑽
中

の
方
が
ご
参
加
下
さ
り
8
講
座
終
了
後
に
は
得
度
に

向
け
て
衣
体
の
着
衣
や
た
た
み
方
な
ど
ご
一
緒
に
学

ば
せ
て
頂
き
ま
し
た
q

対
面
形
式
で
お
世
話
に
な
�
た
ご
講
師
の
方
々
に
現

状
の
分
析
報
告
W
左
表
[
を
行
い
今
後
に
向
け
て
の
展

望
を
ご
相
談
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
q
ご
高
覧
頂
き
皆
様

か
ら
も
ご
意
見
を
お
寄
せ
頂
け
ま
し
た
ら
幸
い
で
す
q

下記QRコードから具
体的なプランをご覧

下さい。

大
震
災
十
三
回
忌
追
悼
法
要



西敬寺 寺報 聞思MONSHI(第19号) 令和5年4月

ここまでお読みいただきありがとうございました。
遺⾔は故⼈の重要な意思表⽰であるが故にどうしても形式や⽂⾔などが堅くなります。私もセミナー
等で遺⾔を準備しましょう、そんなに難しくないですといいますが、遺⾔は内容を⼀歩間違えると相続
⼈間での争いへと発展する⽂書です。適切な内容で遺し、争いの⽕種とならないようにしたいですね。
毎⽉第２⽇曜⽇開催の「終/宗活公開講座」にぜひ⼀度お越しくださいませ。皆さまが⼀歩を踏み出す
きっかけや、困りごと解決の緒につながるように努めて参ります。

６

○○（財産）について、○○（法定相続⼈の続柄と名前）に相続させる。
と書いておけば通常は問題ありません。
［遺贈する］：あげる相⼿が法定相続⼈以外の場合
遺贈とは、遺⾔により遺⾔者の財産を無償で譲るという遺⾔者の意思表⽰になります。
あげる相⼿に制限はありません。
○○（財産）について、○○○○○○（相⼿先を特定できる情報）に遺贈する。
このような記載になります。相⼿先を特定する情報には、⽣年⽉⽇や住所など個⼈を特定できる情
報を記載しましょう。

⼿続きにおける「相続させる」と「遺贈する」の違い
似て⾮なる⾔葉と説明しましたが実務上、特に不動産登記において以下のように扱いに差が出ます。
「遺贈する」と遺⾔に書いた場合は、受け取った⼈は他の法定相続⼈全員と共同で所有権移転の登記
申請をしなければなりません。このため、かなりの時間と⼿間が掛かる場合があります。従って、相
続⼈の間で相続争いが起きた場合は、他の相続⼈から協⼒が得られず登記⼿続きが進まないおそれも
あります。⼀⽅、「相続させる」遺⾔の場合は、指定された相続⼈が単独で所有権移転の登記申請を
することができますので、⼿続きが簡単かつスピーディーにできます。
これは代表的な例ですがこのほかにも農地や借地借家の取得で扱いが違います。「相続させる」で
済むはずの場合に「遺贈する」と書いてしまうと不動産の登記⼿続がややこしくなることがあるため
注意が必要です。
あまり必要ないかもしれませんが⾖知識を⼀つ。
遺⾔書で配偶者居住権を設定したいときも注意してください。配偶者居住権とは、⾃宅の持ち主が
亡くなっても、その妻や夫である配偶者が引き続き⾃宅に住める権利のことです。この配偶者居住権
について遺⾔で書くときは、「相続させる」ではなく「遺贈する」を使いましょう。これは、配偶者
が配偶者居住権の取得を希望しないときに、配偶者居住権の取得のみを拒絶し、他の財産は相続でき
るようにするためです。「相続させる」と書いてしまうと、配偶者居住権の取得を拒絶したい場合に、
⼀切の財産を相続放棄するほかないこととなり、配偶者の利益が害される危険があるからです。

－ご意見・ご要望・ご質問などお気軽にお寄せ願います－

伊藤 安芸：ＩＮＳＩＤＥＯＵＴ行政書士事務所代表

（行政書士・家族信託専門士・葬祭カウンセラー）

TEL026-219-6373 メールy-itoh@office-angei.com

インサイドアウト



第16回 その遺言大丈夫ですか？
文例で見る遺言書の書き方

皆さんこんにちは。⾏政書⼠の伊藤安芸です。終活の基本・王道というえばやはり「遺⾔」です
よね。ネットや雑誌、テレビ番組などでも準備するメリットや書き⽅が発信されています。
今回は、⼀番書きやすい⾃筆証書遺⾔（⾃分で書くタイプ）の書き⽅について解説しますが、
ちょっとした⾔葉遣いや⾔い回しを間違えたり・知らなかっただけでトラブルになることもありま
すのでしっかり注意しましょう。

遺⾔書の性質
遺⾔（いごん・ゆいごん）はれっきとした法律⽂書です。従って⺠
法には書き⽅や記載できる内容といったルールが定められています。し
かし中には、法律⽂書ではなく、お⼿紙のようなイメージをお持ちの⽅
がいらっしゃることも。確かに、私たち専⾨家も、遺⾔を準備していた
だきたいがために「遺⾔は家族へのラブレター｣といった表現を使いま
す。これはあくまでも遺⾔準備の⼼理的ハードルを低くするための⽅便
ですが、専⾨家に相談せずご⾃⾝で準備された遺⾔にはこの⼿紙のよう
な遺⾔を⽬にすることもあります。書かれたご本⼈のお⼈柄がわかる温
かいものでありますが、法的には「あれ、⼤丈夫かな？」「ちゃんと伝
わるかな？」「揉めないかな？」と⼼配になるものも。
せっかく準備したのに⽬的が達成されなくなっては元も⼦もありません。気持ちは家族への⼿紙
でかまいませんが、その⽂⾯は疑義が⽣じないよう注意しましょう。

「あげる」と⼀⾔で⾔っても・・・
「⾃宅は妻にあげる」という⼀⽂。あげるということはあげるのであって普段の会話であれば特
に誤解は⽣まれないでしょう。ほかにもちょっと丁寧にして「差し上げる」「譲る」とか、ぶっき
らぼうに「やる」とか。「譲る」という表現が⼤多数を占めますが、いずれもＮＧワードです。さ
らにＮＧなのが「任せる」や「託す」です。これでは単に管理してもらいたいだけなのか、受取先
を決めてほしいのか、それとも「あげる」という意味なのかわからず混乱します。無⽤の誤解や争
いを防ぐためには定型のワードを使いましょう。

遺⾔では「相続させる」と「遺贈する」を使う
では、どんなワードが良いのでしょう。遺⾔では「相続させる」と「遺贈する」を使ってくださ
い。しかし、この2つも似て⾮なるものですので注意が必要です。
［相続させる］：あげる相⼿が法定相続⼈の場合
法定相続⼈に財産をあげたいときは、
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西 敬 寺
終/宗活公開講座

毎月第２日曜日

13:30〜15:00

どなた様もお申し込み・参加費不要です

日 程 講 演・法 話 テ ー マ

第３１回

５月１４日

特別プログラム 「西敬寺で家族葬出来ます！ 」

〜 そもそも家族葬とは？ 〜
「私のお葬式は家族葬でお願いしたい。」と、ご希望を持たれる方々が増えておら

れます。その背景を踏まえて長野市内各所に『家族葬ホール』と定義された小規模

施設が増えてきました。一般的に「家族葬」＝「安価で対人的な負担が少ない」と

イメージが先行していますが、事前に備えておかなかったことで金銭的・精神的ト

ラブルに巻き込まれ後悔していらっしゃる方々の嘆きをお聞きします。

また、「西敬寺さんで葬儀をして欲しいけど、参列者少なくて相応しくないので

は・・・。」とのご不安をお聞きしますが、実は西敬寺の本堂こそ、皆様が本当に

望まれている「家族葬」を実現するに相応しい場所なのです！

今回は、どんなトラブルがあるのか、そのトラブル回避方法を中心に丁寧にご説

明致します。ご家族はもちろんご友人・知人の方々をお誘い頂きご参加下さいませ。

第３２回

６月１１日

講演「遺言とエンディングノートの違い」

法話「阿弥陀様の喚び声」

第３３回

７月９日

講演「遺言＋αで万全な老後を迎えましょう」

法話「聴いたら聞こえていた」

第３４回

8月11日

（山の日）

特別プログラム「実際にエンディングノートに記入してみましょう」
長野地方法務局・長野県司法書士会編纂の『エンデイングノート』をご用意（参

加者の皆様にプレゼント！ ）して実際に記入体験を行います。

*開催日が8月第２日曜日から８月11日（山の日）へ変更となりますご注意ください。


